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2015年１月25日修正

１ 名称

全国地理教育学会〈以下、本学会〉誌の名称は『地理教育研究』（以下、本誌）とし、英文名を Journal of Geographical

Educationとする。

２ 判型

本誌の判型はA4サイズとする。

３ 発行日

発行は原則として年2回（11月頃、3月頃）とする。

４ 投稿資格

本誌に投稿できる者は、原則として本学会会員に限定する。連名の場合は、本学会会員を筆頭著者としなければなら

ない。ただし、常任幹事会並びに編集委員会が依頼する場合はこの限りではない。

５ 著作権

①本誌に掲載された論文等の著作権は本学会及び執筆者に属する。

②論文等に関する著作権・プライバシー等の問題が生じないよう、執筆者各自の責任において掲載前に十分な措置を

講じておくこと。

６ 原稿の種類

原稿は論文、短報、書評、その他の４種類とし、それぞれ未発表のものに限る。ただし、学会・研究会等での口頭発

表は未発表として扱う。

①論文

地理教育の理論又は実践に関する研究を論説としてまとめたもの。

②短報

地理教育の理論又は実践に関する報告、調査、資料、提言、論評、エッセイなど、地理教育に関する自由な論考。

③書評

地理教育及び関連分野に関する書籍等を紹介・批評したもの。

④その他

大会、例会、巡検等本学会の諸事業の報告、その他本学会に関連する記事。

７ 投稿可能本数

広く会員に投稿の機会を提供するため、単著（共著の場合の筆頭著者の場合も含む）の投稿は、一つの号について、

「論文・短報・書評」合わせて1編とする。ただし、常任幹事会または編集委員会の依頼による場合はこの限りでは

ない。

８ 原稿の分量

論文については刷り上がり 10 ページ、短報については刷り上がり 5 ページ、書評については刷り上がり 1 ページを

基準とする。1ページあたりの分量は24字×42行×2段組＝2,016字とする。ページ数には図表や写真等を含むもの

とする。図表や写真等は該当箇所に直接挿入すること。

９ 原稿の送付

投稿に際しては、オリジナル1部とコピー2部を添えて、本学会事務局宛で送付すること。封筒には『地理教育研究』

原稿在中と朱書きすること。なお、著者校正用にコピーを必ず保存しておくこと。原稿の掲載が決定した後は、ＦＤ

等を速やかに送付すること。その場合、原則としてワードまたは一太郎で作成したものとする。

10 原稿の締め切り

原稿の投稿締め切り日は年2回とし、前半は8月頃、後半は1月頃とする。



11 原稿の査読及び採否

論文・短報については編集委員会、レフェリーが査読を行う。書評については編集委員会において必要最小限の査読

を行う。原稿の採否は、編集委員会の議を経て、常任幹事会において決定する。

12 原稿の返却

掲載が決定した原稿は原則として返却しない。ただし、図表や写真等に限ってとくに希望する場合は返却に応ずるこ

ととする。

13 執筆分担金

本学会の財政事情を鑑み、当分の間は、著者は1ページにつき500円の分担金を納めるものとする。

14 別刷

論文、短報については50部を単位として別刷を作成することができる。ただし、費用は執筆者の全額負担とする。

15 投稿規定の変更

本投稿規定は、状況に応じて変更する場合がある。

『地理教育研究』執筆要領

１ A4判で2段組とする。1段の文字数は24字×42行＝1,008字とする。

２ 上下25ミリ、左右18ミリのスペースを空ける。

３ 1ページ目上段には、タイトル、サブタイトル、氏名を明記する。

４ 文字の大きさは、本文10ポイント、メインタイトル16ポイント、サブタイトル12ポイント、

氏名14ポイント、キーワード12ポイントとする。

５ 字体は、日本文字はMS明朝体、英文字はMSゴシック体とする。ただし、原稿1ページ目の日本文字のメインタイ

トル、サブタイトル、氏名はMSゴシック体とする。

６ ファイル形式は原則としてワードまたは一太郎とする。

７ 裏表紙の英文タイトルとして使用する関係上、投稿申込書の所定欄に、英文のタイトル、サブタイトル、氏名を執

筆者が記入する。ただし、依頼があれば、編集委員会が代行する。

８ 必要に応じて英文要旨を作成することができる。

９ 執筆者から提出されたプリント原稿とFD等を併用して印刷するので、プリント原稿とFD等の内容を完全に一致さ

せておくこと。データとして入れにくい図表・写真等がある場合は、プリント原稿に貼り付け、余白に鉛筆でその

旨記しておくこと。本誌はダイレクト印刷なので、著者校正はありません。書式、内容等については、執筆者が印

刷前に十分にチェックしておいてください。


